
興福寺文書の神鹿記事から

歴史研究室

興福寺所蔵の経函第54函には、神庇殺害関係記録として一括された 7illJの文書記録がある。鹿島香

取のや11を春日の地に運んだ庇は、春日昼:陀羅にみられるごとく奈良では春日大社の神鹿として崇敬さ

れる存在であった。したがって奈良では、神庇、講衆、児主に対する犯罪は三ケ大犯とされ、室町時

代以降、神鹿殺しの罪は大垣成敗に処せられたのである (永島福太郎氏「大垣廻しJr国史学論叢』所

収)。大垣成敗とは、相1鹿殺害の罪が確定した場合、犯人を興福寺築地を周囲させたうえで、斬罪に

処した厳しい成敗をいうのである。この第54函所JI又の文書記録は、江戸H寺代のものであるが、当H寺死

鹿が発見されたとき、それに対しどのような対応が為されていたかを知る格好な資料である。江戸時

代の村l鹿殺害関係史料としては、天型図書館所臓の『松操録』などの松村家文書、春日大社所蔵のr神

鹿一件言むなどがよく知られるが、 当興福寺所蔵文書中にも、中世ほどでないにしても興福寺境内を

中心として周辺の検断を有していた興福寺の当事者としての、やM'[殺害という事件への対応を如実に

示している立重なといえよう。

ここに掲げた史料は、当函第37号5の史料で、来永 3年(1850) 6月17日夜に起った事件を記した

「菩提院方内於明王院門前突抗死鹿一件始終苦:留」と題されたものである。そこには、死鹿が菩提院

の明王院門前で発見され、それが殺害された様相を示していることでの、 一週間程の興福寺内でのそ

の処理におわれる慌ただしい動き示す史料である。紙中高の関係でやjI}J'[殺害とまでいえないこの文書を

そのような事件でさえ、その対応がいかに大変で盲あったことが判ろう。まして鉄砲で殺さ

れたことが明白な場合は、重大事件であ り、例えば、天保12年 (1841)に発生した神鹿殺害事件につ

いては、その顛末は、すでに紹介されているところであるが(r日本庶民生活史料集成25Jp.59、 『奈

良の音1)落史』本文編p.296、史料編520)、その平件に関しては、興福寺文書のなかにも調査、検断

の責任者である当事者としての興福寺の動きを伝える史料もみえる (rJJI上村神鹿一件惣抜書」第37

号3)。また一括外であるが死鹿の数に関する究政から高永まで各町内で発見された死鹿の詳細な記

録 (r寺社町死庇数取調書抜」第38号)もみられるのである。 (綾村 宏)
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片
付
可
致
倣
哉
、

矢
川
町
什
片
他
欽
叩
川
似
而
、
可
然
法
、
御
鴨
川
胤
御
総
紋
下
成
頼
処

則
被
相
続
処
、
先
窄
行
所
迄
刷
州
省
依
上
、
取
計
可
被
致
側
、

御
沙
汰
之
勉

ニ
付、

然
者
本
行
所
方
口
上
件
、

早
々
相
泌
総
出

倣
行
巾
入、

引
山
惜
別
.

一
、
任
後
本
行
所
へ
差
出
口
上
件
相
山川崎
、
当
職
世
噂
院

下
総
分
惣
代
成
身
院
伴

m-叫ん綱
同
道
ニ
耐
、
御
寺
務
へ

向
参
殿
、
取
次
ヲ
、
布
之
通
利
認
権
行
所
へ
遊
山
山
巾
俊

行
中
入
御
波
紋
下
候
機
、
刺
入
後
へ
居
ル
、
口
上
作
友
ニ
、

口
上
党

一
、
去
ル
ト
九
円
復
当
守
地
中
明
王
院
門
前
-
一
お
ゐ
て
、
M
凡市山

山仰
之
候
ニ
付
、
ゐ
欽
u
凡
分
似
処
、
雌
山
山ニ
一刷
、
行
よ
り
前
足
へ

掛
ケ
、
制
ニ
而
阿
川
り
、
其
外
尖
抗
三
ケ
所
も
有
之
依
一
一
付
、
及

吟
味
似
へ
仲
問
、
-
十
今
川
刊
治
之
仕
業
北
ぺ
山
肌
利
分
似
、
誠

ニ一小

神
胤
之
m
恒
恐
喝〈
‘
歎
ケ
数
点中官廿依、

官廿
H
剖印刷

的
而

uu段
取
別
仕
度
官什M
M

へ
比
氏
、
何
分
山
間
中
之

身
分
吟
味
難
行
印
刷
御
-M依
川
、

例
-
M
T
於
当
御

本
行
所
位
制
別
之
御
吟
味
川
悦
成
下
似
線
、
本
願
似
.
以
上
‘

成
六
川
廿
二
日

削刊…仙
寺

一
郎品川

世
作
院

r:!1 

下
関
分
惣
代成

身
院

ー〆ト
ト

仰
星
I
斤

''
t
，ノ

4
4

・E1'

布
之
泊
、
本
件
半
切
ニ
一必
メ
持
参、

川

U
上
山
内
御

一
覧
之
処

川必
力円
も
不
川
限
山
川
市
似
川
、
本
行
所
へ
御
法
山山
シ
、
可
然
旨
桜
中
、
夫
よ
り

お
吊
行
所
へ
御
一
郎
佼
同
道
ニ
而
能
抽
問
、
懸
り
当
番
中
条

伝
之
，
夜
桜
山
治、

H
A
H

付
之
山山
御
閉
山
り
山
中
白
川
川
、
今
円
者
以
息
・

夕
日
以
ニ
依
問
、
明
朝
御
出
御
座
候
線
被
巾
、
承
知
い

た
し
引
取
り
、

抗
同
開
御
守
務
へ
門
町
り
、
間
致
仙什
付
写
之
出
川
和
、
川
惜
別
之
上
辺

山山仮出
H
巾
入
川
巾
、

今
日
本
行
所
へ
八
ツ
時
ニ
参
り
、
ww六
ツ
時
比
ニ
相
成

徐
之
外
為
H
刊
倣
堺、
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(
去
紙
)
「
務
永
三
成
成
年
『
興
侃
/
寺
印
(
朱
方
印
)
』

六
月
十
九
円
校
野
総
院
方
内
於
明
王
院
門
前

尖
鋭
化
瓜

一
件
始
終
引

Haw

下
附
刷
分
決
等
」

潟
水
三
成
年

ハ
月
ニ
ト
日

一
、
将
提
院
タ
王
代
賢
型
院
よ
り
使
者
ニ
一
刷
、
方
内
明
王
段
門
前

死
師
同
有
之
候
川
、
早
々
御
取
片
付
俄
仰
付
依
機
巾
米
ル
、

致
承
知
候
、
無
在
比
分
差
向
候
問、

夫
迄
番
之
処
、
英
院
よ
り

滋
付
候
線
、
返
答
川
市
、

一
‘
戸
上
軍
行
始
手
窓
よ
れ
H
凡
分
-
一
泊
倣
処
、

H
凡
分
口
上
位
友

日
比
分
仕
依
死
脱
次
第
五
ニ
指
巾
上
紋

一
、
明
王
院
械
御
門
前
少
シ
球
術
ニ
、
大
女
山
仙
川
省
疋
叫
ん
胤
前
之
、

一
、
利
ニ
一
山
省
間
凡
山叫
之
小

Hmり
桁
之
、

一
、
前
足
両
足
共
酬
制
ニ
而
何
日
り
有
之
.

一
、
お
之
脇
腹
ニ
災
縦
十
土
川
仙
川
叫
山
肌
弐
ケ
所
、
友
之
脇
附
叫
ニ
カ
ス
リ

統

一
ケ
所
、
右
三
ケ
所
府
之
依
仰
共
、
此
鋭
ハ
十
日
余
ニ
む
相
成

H
鉱
山
枇
三
川
、/
此
広
之
総
与
初
比
へ
不
巾
依
、

右
之
通
ニ
、
相
違
無
御
座
候
、
以
上
、

判
前
水
三
成
年
六
月
廿
日

戸
上
盛
行

印

M
州
手
宣
点

IOn 

御
一
一
附
所

世
尊
院
川
柑

一
、
お
之
通
け
上
作
差
出
向
川
泊
、
尤
死
山
山
品
引
持
山
似
技
ニ
ロ
上
致
、

仙
川
市
築
地
廻
り
呼
ニ
泣
シ
、
死
山
叫
之
次
第
巾
叩
間
セ
、
定
而
死
出
胤
者
町

同
村
山
山
シ
依
M

凡
山
崎
ニ
相
凡
へ
同
地
ケ
倣
依
、
白川山述
M

刊
之
町
内
よ
り
肉
付
山
山
シ
似
減
、

間
合
不
依
哉
、
分
り
次
第
巾
出
依
機
巾
付
ル
、
川
河
り
引
取
、

一
、
H
M
後
沢
市
一
院
よ
り
力
内
死
山
山
待
之
処
、
純
白
へ
山
中
付
可
付
白
川
慨

制
付
共
、
何
分
弘
行
A

之
叫
吋
分
-
一
倣
川
、
早
々
御
片
付
被
成
時
肱
同
開
中
山
木
候
飲
、

布
死
胞
ニ
一
般
隙
之
筋
御
山
由
似
問
、
別
ニ
取
懸
り
印
刷
柏
町
相
分
リ
次
第

早
々
取
片
付
可
申
付
似
、
叫
材
之
山
山
も
不
取
品
川
白
赴
非
人
ニ
巾
付

似
鰍
、
山
叫
ん
寸
鰍
ニ
巾
μ
刊
似
川
・

土
穴
迄
者
銘
口
得
之
処
被
仰
付
供
同
州
開
制
入
近
、

一
、
荒
地
小
口
庄
原
呼
ニ
泣

y
・
間
合
セ
之
出
問
、
如
何
分
り
候
減
、
口
時
依
処
今

一
向

維
分
旨
巾
之
、
村
々
川
淵
今
晩
可
巾
上
依
川
、
夫
迄
品
明
子
致
れ
ハ
依
織

願
ニ
一
付
開
也
、

一
、
死
庇
帯
之
処
、
山
柚
ん
寸
又
右
術
門
呼
ニ
治
山
中
釆
依
飲
、
不
取
敢
死
山崎

格
い
た
し
依
線
巾
付
、
川以
り
引
取
場
所
へ
参
り
明
、

一
、
初
夏
比
非
人
以
弁
助

へ
米
り
間
合
之
問
問
、
明
捌
迄
之
山
畑
一
寸
額
出仙川、

開
明
此
了
‘

il・

If 

一
、
拍
手
屯
れ
米
ル
、
使
へ
応
倣
川
開
巾
付
、

一
、
死
剛
山
之
次
第
不
作
U
切
欽
刀

ニ
ハ
付
.
間
A
H
b
e十
A
，
鍬
相
分
り
、
的
同

下
問
分
中
集
会
刷
出
品
川
下
山
ス
、

一
、
午
之
旭

一
統
山
仕
、

不
参
阿
弥
陀
院
伶
名
院
、

一
、
死
山
崎
之
次
第
逐

一
双
披
符
倣
上
、
間
合
之
処
分
り
候
ま
て

見
合
居
候
哉
、
且
又
不
取
敢
乎
取
之
分
吟
味
可
欽
哉
、
評
定
之

処
、
何
分
殺
盗
致
十
位
之
山
崎
之
事
故
、
川
合
セ
者
、
其
他
吟
味
之
処

可
然
旨

一
決
川駅、

一
、
三
万
神
入
品
川
配
下
山
之
本
引
江
辺
紙
逃
ス
‘

一
、
寺
中
吟
味
之
触
札H
二
通
相
泌
文
左

一
、
此
皮
於
怒
川叫
院
方
内
明
王
院
川
前
神
山
山
首
弁

巾川
υ比
ヲ
M
M

り
シ
‘
山
氏
山
町
を
品川川凡山山
官
什
之
、
布
行
何
お
之

仕
業
と
も
錐
相
分
間
、
院
々
家
車
A
H
打
向
凶
主

mw

情
ザ
ニ
歪
ル
迄
、
紛
仙
加
者
晦
…
之
減
、
川
蹴
敷
依
巡
吟
味
不
似
説
、

明
午
之
魁
迄
ニ
品川h
付
ヲ
以
一
一
刷
所
へ
可
波
法
定
紋
、

計
不
沙
汰
之
山
川
、
於
桁
之
者
不
H

品
厳
滋
之
沙
汰
似
、
以
上
、

六
月
サ
一
口

下
問
分
衆
従

右
之
通
瀬
山
内
半
切
ニ
W
仙
沼
山内

一
、
米
之
川
地
過
‘
神
人
惣
代
外
郷
役
南
郷
小
務
北
郷
筑
後

同
人
総
出
、
州
各
殿
下
座
へ
呼
出
シ
申
波
、

一
、
去
ル
廿
日
晩
菩
提
院
方
内
明
王
院
門
前
ニ
於
而
、
曲
目

統
之
死
山
山
訂
之
、
亦
首
よ
り
前
日
比
へ
扮
ケ
純
ニ
而
指
り

桁
之
、
何
者
之
仕
業
共
不
相
分
、
廿
仕
方
仲
間
井
円
円
相
胤

被
ん
U
怜
-
ご
ヱ
ル
迄
、
急
速
遂
吟
味
不
川
削
減
、
明
日
午
之
刻
泡
ニ

み
付
ヲ
以
巾
山
山
川
肱
州
開
巾
波
ス
、

川民
リ
引
取
、

一
、
戸
ヒ
川
下
同
人
特
殿
下
山
山
へ
川
町
山
山
シ
、
列
山
m-一戸山
巾
泌
ス

一
、
去
ル
二
十
円
晩
、
時一H
M
叫
院
方
内
明
王
院
門
前
ニ
尖
鋭
之
死
瓜
訂
之
、

計
よ
り
前
一足
へ
懸
ケ
縦
-
一
而
綴
り
布
之
、
何
者
之
仕
業
と
も
不

相
分
、
災
方
仲
間
弁
ニ
召
使
等
ニ
歪
ル
迄
、
遂
吟
味
不
候
哉
、

明
日
午
之
旭
日進
一
一
性
付
ヲ
以
、

中
市
依
綴
巾
神
山
、
+ん
其
カ

手
取
之
分
不
抽
出
線
、
可
及
通
述
、
隔
夜
行
人
之
俄
者
、
作
付

当
院
へ
町
線
辺
市
候
機
可
巾
付
、

且
亦
一
山
院
家

立
中
山
院
新
訪
へ
以
件
付
、
可
相
触
機
巾
波
ス
、

布
之
池
小
減
収
札H
半
切
ニ
法
政
依
触
冷
ニ
通
下
ケ
治
ス
、

川M
り
引
収
、

一
、
次
ニ
配
下
円
山
之
者
一小
山
叫
肌
脳
出
倣
ニ
付
、
取
次
ヲ
以
死
山胤
之
次

m
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